
７
月
22
日
、
堺
支
部
日
本
軍
毒
ガ
ス

遺
棄
問
題
９
・
３
０
公
開
講
座
の
準
備

の
た
め
、
河
内
長
野
市
観
光
協
会
に
歴

史
的
な
説
明
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

市
立
図
書
館
、
郷
土
資
料
担
当
の
鎌
田

和
栄
氏
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。詳

し
い
資
料
を
作
っ
て
寺

が
池
の
歴
史
的
な
原
点
か
ら

池
の
造
成
工
事
の
内
容
ま
で

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
下
の
写

真
は
現
地
学
習
会
で
の
説
明

風
景
で
す
。

説
明
要
旨
は
以
下
の
通
り

で
す
。

終
戦
の
１
９
４
５
年
８
月

15
日
か
ら
、
軍
部
は
大
急
ぎ

で
国
際
法
違
反
の
毒
ガ
ス
の

証
拠
隠
滅
に
か
か
り
、
８
月
20
日
十
数

本
の
ド
ラ
ム
缶
を
堺
市
金
岡
町
の
部
隊

か
ら
寺
が
池
ま
で
運
び
池
の
北
の
端
に

投
げ
込
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
９
月
に
な
っ
て
池
の
水
が

減
っ
て
ド
ラ
ム
缶
が
現
れ
ま
し
た
。
何

も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
村
人
が
そ
の
蓋

を
開
け
ま
し
た
。
中
か
ら
流
れ
出
た
赤

黒
い
液
体
を
溝
に
流
し
ま
し
た
。
た
ま

た
ま
、
下
流
で
魚
取
り
を
し
て
い
た
子

供
３
人
と
大
人
１
人
が
毒
ガ
ス
に
触
れ

ま
し
た
。
子
供
は
水
ぶ
く
れ
だ
け
で
済

み
ま
し
た
が
、
大
人
は
亡
く
な
り
、
池

の
た
た
り
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
８
年
８
月
に
な
っ
て
村
人
か

ら
『
池
か
ら
異
臭
が
す

る
』
と
警
察
に
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
府
か
ら

衛
生
課
員
が
来
て
調
査

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
投
棄
し
た
当

時
の
責
任
者
の
元
軍
人

が
見
つ
か
り
証
言
が
得

ら
れ
『
イ
ペ
リ
ッ
ト
』

と
『
ル
イ
サ
イ
ト
』
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
１
９
４
８
年
10

月
、
米
軍
に
よ
っ
て
ド
ラ
ム
缶
の
引
揚

げ
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
清
澄
な
水
が
ま
ん
ま
ん
と
満

ち
て
い
る
寺
が
池
で
、
そ
ん
な
忌
ま
わ

し
い
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
、
村
人
に
は

何
も
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

を
、
次
の
世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
切
に
思
い
ま
し
た
。

堺
支
部

副
支
部
長

田
丸

博
治

７
月
22
日
、
日
中
大
阪
・
革
新
懇
な

ど
９
団
体
共
催
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
・

平
和
の
構
築
を
歓
迎
す
る
集
い
が
、
中

央
公
会
堂
で
開
か
れ
３
０
０
名
が
参
加
。

朝
鮮
民
族
舞
踊
と
共
催
７
団
体
の
活

動
が
画
像
で
紹
介
さ
れ
、
早
稲
田
大
学

客
員
教
授
・
康
宗
憲
さ
ん
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
康
さ
ん
は
13
年
間
朴
正
煕
・

反
共
軍
事
政
権
下
で
え
ん
罪
政
治
犯
と

し
て
投
獄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

朝
鮮
半
島
の
地
殻
変
動
や
非
核
化
、

４
・
27
板
門
店
宣
言
や
米
朝
首
脳
共
同

声
明
の
意
義
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
市

民
の
力
で
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
追
求

し
よ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

2018年8月15日 日中友好新聞 第２４５６号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

寺
が
池
毒
ガ
ス
の
証
拠
隠
滅
見
学
学
習
会

日
本
軍
毒
ガ
ス
遺
棄
問
題
を

大
阪
府
連
で
副
理
事
長

や
参
与
、
会
計
監
査
な
ど

を
歴
任
さ
れ
た
、
山
本
博

一
さ
ん
（
１
９
１
５
年
生

ま
れ
、
彫
金
師
）
の
き
り

え
遺
作
展
「
き
り
え
の
中

の
女
た
ち
」
が
７
月
14
日

か
ら
22
日
、
中
央
区
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
入
れ
替
え
し
な
が

ら
30
点
近
く
の
「
き

り
え
」
を
展
示
。

彩
色
は
な
く
黒
や

赤
の
紙
を
使
っ
た
も

の
が
大
半
で
、
モ
ジ

リ
ア
ニ
風
の
女
性
の

き
り
え
が
、
夫
人
の

清
子
さ
ん
の
作
品
と

い
っ
し
ょ
に
並
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

山
本
博
一
遺
作
展
「
き
り
え
の
中
の
女
た
ち
」

大阪府連通信
2018年８月号

日本中国友好協会

大阪府連合会
〒530-0012
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芝田2-3-19

東洋ビル本館207

TEL06-6372-8131

FAX06-6372-8132

郵便振替口座

00970-5-8978
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http://
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７
月
８
日
結
成
さ
れ
た
テ
ル
顕
彰

の
会
は
、
テ
ル
の
国
際
反
戦
活
動
の

紹
介
や
、
資
料
の
収
集
、
調
査
、
研

究
と
、
学
習
会
や
講
演
会
、
朗
読
劇

の
開
催
や
講
師
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

奈
良
の
古
刹
般
若
寺
境
内
へ
の
記

念
碑
の
設
置
や
、
中
国
佳
木
斯
へ
の

墓
参
さ
ら
に
「
希
望
の
鳩
・
ヴ
ェ
ル

ダ
マ
ー
ヨ
、
長
谷
川
テ
ル
の
歌
（
ケ

イ
シ
ュ
ガ
ー
作
詞
・
作
曲
）
」
お
よ

び
合
唱
曲
の
普
及
（
演
奏
会
や
Ｃ
Ｄ
）

や
日
本
語
版
全
作
品
集
の
刊
行
を
行

い
ま
す
。
年
間
会
費
は
２
０
０
０
円
、

入
会
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

大
阪
・
長
谷
川
テ
ル

顕
彰
の
会
へ
入
会
を

訂
正

先
月
号
の
「
府
連
通
信
」

記
事
で
、
理
事
・
浜
正
幸
氏
（
新
）

が
記
載
漏
れ
し
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

夏
期
募
金
は

（
７
月
末
現
在
）

44
件
８
５
５
４
４
円
で
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

過去の歴史を正面から見据え、同じ過ちを繰り返さない

ために、中国侵略の象徴である「南京大虐殺」の事実を明

らかにしていこうと取り組んでいます。参加協力費500円

９月29日（土）１時半 国労大阪会館大会議室

記念講演「南京大虐殺その時大阪では？」

塚崎昌之さん（元府立高校社会科教員）

第３回市民公開講座 いまに続く戦争の惨禍！

堺支部は第３回市民公開講座を開きます。調査・治療・

支援に関わった中川元小児科医師が映像で報告します。

９月30日（日）１時半 堺市立国際交流プラザ

堺市役所北側・堺東EH第３ビル ６階大会議室

資料代５００円

日本軍が遺棄した毒ガスの現状
南京の記憶をつなぐ会

市
民
の
手
で

北
東
ア
ジ
ア
に
平
和
を



卒
業
生
の
結
婚
式
が
終
わ
っ
て
、
厦

門
か
ら
新
幹
線
（
高
速
鉄
道
）
で
福
州

へ
。
５
月
30
日
つ
い
に
赤
岸
鎮
を
訪
問

へ
。
卒
業
生
の
汪
敏
さ
ん
の
案
内
で
福

州
南
駅
11
時
43
分
発
の

和
偕
号
に
乗
車
。
約
１

時
間
で
霞
浦
（
か
ほ
）

駅
に
到
着
。
人
は
少
な

く
、
ロ
ー
カ
ル
な
雰
囲

気
の
駅
だ
っ
た
。

駅
前
の
観
光
案
内
図

に
は
、
「
空
海
大
師
記

念
堂
」
の
表
示
も
。
近

く
で
赤
岸
鎮
と
書
い
た

岩
を
見
つ
け
る
。
嬉
し

く
て
す
ぐ
記
念
撮
影
。
気
温
は
34
度
と

暑
か
っ
た
が
、
空
海
記
念
堂
ま
で
歩
い

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

道
を
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
家
で
昼

食
を
終
え
学
校
に
行
く
４
人
の
小
学
生

に
出
会
う
。
尋
ね
る
と
、
記
念
堂
は
学

校
の
近
く
に
あ
る
と
い
う
。
場
所
を
聞

く
と
、
「
案
内
し
ま
す
！
」
と
い
う
快

い
返
事
。
汪
敏
さ
ん
と
小
学
生
は
い
ろ

い
ろ
お
話
を
し
て
い
た
。
人
気
の
な
い

村
の
中
心
街
を
通
り
切
っ
た
と
こ
ろ
に

空
海
記
念
堂
は
あ
っ
た
。

ま
る
で
博
物
館
の
よ
う
な
立
派
な
正

門
。
正
面
に
は
、
記
念
堂
が
見
え
る
。

残
念
な
が
ら
、
門
は
閉
ま
っ
て
い
た
。

事
前
連
絡
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
『
入

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
外
か
ら
の
見

学
に
な
る
か
も
、
こ
れ
は
残
念
！
』
と

思
っ
た
。
す
る
と
、
小
学
生
達
が
慣
れ

た
手
つ
き
で
門
を
押
し
て
開
け
て
く
れ

た
の
で
一
安
心
。
入
る
と
、
中
庭
は
綺

麗
に
整
備
さ
れ
記
念
碑
や
灯
篭
が
並
ん

で
い
た
。

左
奥
に
官
舎
の
よ
う
な

も
の
が
建
っ
て
い
て
、
自

転
車
が
置
い
て
あ
っ
た
。

『
管
理
人
が
い
る
な
。
お

昼
で
休
憩
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
高
野
山
の
僧
だ
と

い
い
の
だ
が
・
・
』
ま
ず
、

中
庭
を
見
学
す
る
こ
と
に

す
る
。
記
念
碑
が
い
く
つ

か
あ
り
、
そ
の
記
念
碑
を

一
つ
ず
つ
読
ん
で
い
っ
た
。

高
野
山
真
言
宗

宗
務
総
長

新
居
祐
政
作
の
「
赤
岸
鎮
賛
歌
」

（
前
半
を
紹
介
）

求
道
不
辞
萬
里
遥

乗
風
波
浪
水
迢
迢

大
師
弘
願
傳
眞
果

不
二
法
門
赤
岸
遼

＊
以
下
省
略
（
字
体
一
部
変
更
）

日
本
国

高
野
山
文
学
教
授

静
慈
国
詩
「
重
訪
赤
岸
漫
題
」

も
心
打
つ
漢
詩
だ
っ
た
。

高
野
残
香
凍
木
消

闽
江
桃
杏
正
嬌
嬌

茲
行
不
為
尋
芳
去

開
祖
苦
心
共
此
朝

＊
以
下
省
略
（
字
体
一
部
変
更
）

程
よ
い
時
刻
に
な
っ
た
の
で
、
管
理

棟
ら
し
き
建
物
の
前
に
行
き
声
を
か
け

る
こ
と
に
し
た
。
堺
支
部
長
・
浅
田
勝
美
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空
海
の
初
上
陸
地
「
赤
岸
鎮
」
へ

福
建
省
赤
岸
鎮

空
海
祈
念
堂
訪
問
記

②

７
月
28
・
29
日
「
平
和
の
た
め
の

東
大
阪
せ
ん
そ
う
て
ん
」
が
、
２
０

０
名
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初

日
は
順
調
な
参
観
者
で
し
た
が
、
29

日
は
台
風
の
警
報
発
令
で
、
ほ
ぼ
開

催
不
可
能
と
な
り
残
念
。
メ
ー
ン
の

西
谷
氏
の
イ
ラ
ク
・
南
ス
ー
ダ
ン
報

告
や
橘
田
先
生
の
旧
日
本
軍
の
遺
棄

化
学
細
菌
兵
器
の
中
国
東
北
部
の
現

状
報
告
と
高
校
生
の
吹
奏
楽
部
演
奏

会
等
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
展
示
と
子
供
用
ア
ニ
メ
の
上
映

に
し
ぼ
っ
て
の
２
日
目
で
し
た
。
東
大
阪
支
部

松
原
弘
太
郎

東
大
阪
で
戦
争
展

７
月
９
～
14
日
、
日
中
大
阪
府
連

な
ど
４
団
体
合
同
企
画
の
、
韓
国
か

ら
サ
ハ
リ
ン
へ
の
旅
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。

サ
ハ
リ
ン
南
部
は
日
露
戦
争
後
北

緯
50
度
線
を
境
に
日
本
領
と
な
り
、

40
万
余
り
の
人
が
送
り
込
ま
れ
林
業

や
漁
業
、
製
紙
業
に
従
事
、
敗
戦
を

迎
え
る
と
日
本
人
は
帰
国
で
き
ま
し

た
が
、
強
制
労
働
で
駆
り
出
さ
れ
た

朝
鮮
人
な
ど
が
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
仁
川
空
港
近
く
の
安
山
市
の

「
サ
ハ
リ
ン
帰
国
者
故
郷
の
村
」
で
、

２
０
０
０
年
か
ら
入
居
さ
れ
て
い
る

20
人
ぐ
ら
い
の
方
と
、
韓
国
語
や
ロ

シ
ア
語
、
日
本
語
を
交
え
て
交
流
し

ま
し
た
。

夏
で
も
15

度
と

涼
し
い
サ
ハ
リ
ン

で
は
「
韓
国
人
会
」
や
「
日
本
人
会
」

の
白
畑
さ
ん
な
ど
か
ら
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

州
都
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク(

日
本

名
・
豊
原)

か
ら
専
用
バ
ス
で
旧
日
・

ソ
国
境
線(

50
度
線
・
写
真)

へ
、
途

中
渡
辺
会
長
が
茹
で
た
大
き
な
タ
ラ

バ
ガ
ニ
を
購
入
、
お
昼
に
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
り
は
サ
ハ
リ

ン
鉄
道
の
寝
台
車
で
８
時
間
か
け
て

コ
ト
コ
ト
帰
り
ま
し
た
。

日
ソ
の
銃
撃
戦
が
あ
っ
た
西
岸
ホ

ル
ム
ス
ク
（
真
岡
）
の
熊
笹
峠
か
ら

眼
下
に
真
岡
の
市
街
と
海
が
見
渡
せ
、

鮮
や
か
な
紫
色
の
ル
ピ
ナ
ス
の
花
の

中
に
ト
ー

チ
カ
が
残
っ

て
い
ま
し

た
。
ソ
連

軍
の
侵
攻

で
終
戦
５

日
後
、
郵
便
局
の
交
換
手
９
名
が
青

酸
カ
リ
で
集
団
自
決
し
た
悲
し
い
歴

史
も
。

現
地
に
は
旧
王
子
製
紙
工
場
や
神

社
址
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
て
、
当

時
の
繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
い
し
れ
、

ロ
シ
ア
風
の
カ
ラ
フ
ル
な
集
合
住
宅

や
近
代
的
な
ビ
ル
、
自
動
車
は
ほ
と

ん
ど
日
本
の
中
古
車
で
す
。
寒
冷
地

の
為
に
道
路
工
事
を
す
る
良
い
季
節

と
言
う
わ
け
で
、
車
も
ほ
こ
り
だ
ら

け
で
す
。
平
和
を
祈
る
記
念
碑
や
慰

霊
碑
が
あ
ち
こ
ち
に
建
て
ら
れ
、
戦

争
の
犠
牲
者
を
偲
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。

西
支
部

山
本
範
枝

祈念堂案内の小学生たちと

北
東
ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅

サ
ハ
リ
ン
50
度
線
を
訪
ね
る

① 9/27（木）18：30～20：00

② 9/29（土）10：00～11：30

会場：大阪府連教室

初心者を対象とした講座で、定員は各回

１４名です。事前に事務局までお申し込み

ください。

第１０９期中国語講座は１０月１日（月）

スタートです。初級から上級まで２２クラ

ス見学歓迎です。個人レッスンは平日午後

レベルに合わせてご相談に応じます。

中国語講座無料入門レッスン


